
本のチカラ　図書館の魅力

｢

い
じ
め
防
止
対
策
コ
ー
ナ
ー｣

新
設

　

学
校
な
ど
に
お
け
る｢

い
じ
め｣

が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、｢

い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法｣

が
制
定
さ
れ
、
総

合
的
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
中
央
図
書
館
で
は
、
関
連
す
る

図
書
を
集
積
・
配
置
し
、｢

い
じ
め
防
止
対

策
コ
ー
ナ
ー｣

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

幼
児
・
小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
思
い

や
り
の
心
を
育
て
る
本
や
、
中
学
生
、
高
校

生
向
け
の｢

い
じ
め｣

へ
の
対
応
の
あ
り
方
を

書
い
た
本
、
先
生
や
保
護
者
向
け
の
対
処
に

関
す
る
本
な
ど
、｢

い
じ
め
防
止
・
対
策｣

に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

学
校
な
ど
に
お
け
る｢

い
じ
め｣

の
防
止
・
対

策
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
お
す
す
め
本

上甑分館から
児 童 書絵 本 一 般 書

あなたが
とっても
かわいい
�みやにし�たつや
��　　　　作・絵
�（金の星社）

　 私 は い つ ま で も、 あ な た の
お母さんだから、あなたがとっ
て も、 か わ い い …。 親 が 子 を
思う気持ちは、いつまでも、ど
ん な と き も、 か わ ら な い。 す
べ ての 親 子 に 贈 る｢ 愛 の 絵 本 ｣

　良い心の習慣を身につけようと
している若い子どもたち向けに、
寿 命とは何か、家族の大 切さ、
人間とは何かについて、95 歳の
現役医師が 10 歳の頃の自分を振
り返りながら、書いたメッセージ

　学べば学ぶほど視野が広が
り、自分の知らないことに出
合う。勉強することの意味や、
学び続けることの意味につい
て語る。

　織物に全てを懸けた男の生
涯を描く、宮尾文学の集大成。
中公文庫｢錦｣を底本とし、原
則的に原典の仮名遣いはその
ままに、大きな活字を使って
読みやすく編集

学び続ける力

��池上　彰��著
��（講談社）

錦�上

��宮尾　登美子��著
��（社会福祉法人
　　埼玉福祉会）
��大活字本

十歳のきみへ

��日野原　重明��著
��（冨山房インター
　　ナショナル）

｢

わ
く
わ
く
図
書
館
・
春｣

開
催

　

４
月
23
日（
水
）～
５
月
12
日（
月
）は｢

子

ど
も
の
読
書
週
間｣

で
す
。
こ
れ
に
伴
い｢

わ

く
わ
く
図
書
館
・
春｣

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
４
月
26
日（
土
）

▼
午
前
の
部
＝
10
時
30
分
～
12
時

▼
午
後
の
部
＝
14
時
30
分
～
16
時

【
所
】＝
中
央
図
書
館
２
階　

お
は
な
し
の
へ
や

【
内
容
】＝
読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
映
画
会
、

季
節
の
工
作

【
対
象
】＝
小
学
生
以
下

【
定
員
】＝
各
先
着
30
人

【
入
場
料
】＝
無
料

｢

シ
ニ
ア
映
画
会｣

開
催

　

中
高
年
の
方
を
対
象
に
心
温
ま
る
映
画
、

郷
土
ゆ
か
り
の
映
画
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に
役

立
つ
映
画
な
ど
を
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
４
月
26
日（
土
）

▼
午
前
の
部
＝
10
時
30
分
～
12
時

▼
午
後
の
部
＝
14
時
30
分
～
16
時

【
所
】＝
中
央
図
書
館
３
階　

研
修
室

【
内
容
】＝

▼
春
ふ
た
た
び

▼
綾
小
路
き
み
ま
ろ
ラ
イ
ブ
集

【
対
象
】＝
一
般

【
定
員
】＝
各
先
着
30
人

【
入
場
料
】＝
無
料

郷
土
文
芸
誌
発
刊　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

｢

文
化
薩
摩
川
内｣

第
９
号

　

本
市
の
文
化
活
動
を
紹
介
し
、
郷
土
の
文

芸
・
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
郷
土
文
芸

誌｢

文
化
薩
摩
川
内｣

第
９
号
を
発
刊
し
ま
し

た
。
左
記
特
別
寄
稿
の
他
、
市
民
・
本
市
ゆ

か
り
の
皆
さ
ま
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た
俳

句
・
短
歌
な
ど
の
文
芸
作
品
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼
特
別
寄
稿

元
南
日
本
新
聞
社
常
務　

古ふ
る
か
わ
ひ
ろ
し

川
浩
氏

日
本
製
粉
株
式
会
社
特
別
顧
問　

青
あ
お
さ
き
わ
た
る

崎
済
氏

【
販
売
価
格
】＝
５
０
０
円

平
成
26
年
度
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
の
ご
案
内

　

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

図書館名 曜　日 時　間 備　考

中央図書館
毎月 

第３火曜日
10：00～10：30

樋脇分館
毎月 

第４金曜日
10：30～11：00

８月は除く 
＊３月は第３金曜日

入来分館
毎月 

第３土曜日
10：00～10：30 ４・８・１月は除く

東郷分館
毎月 

第３水曜日
16：00～16：30

祁答院分館
毎月 

第３水曜日
16：00～16：30

里分館
毎月 

第２火曜日
16：00～16：30

＊その他の分館については、開催時にお知らせします。

平成26年度　おはなしひろばのご案内
　3月3日（月）の桃の節句に、まち公民館で、
伝統行事｢かえんそや｣がありました。色鮮
やかな和服姿の女の子たちが｢かえんそや
（交換しましょう）｣といいながら、重箱に入
れて持ち寄ったお菓子を楽しく交換してい
ました。

あ
な
た
の
お
菓
子
と

「
か
え
ん
そ
や
」

早
春
の
恒
例
行
事

　
藤
川
天
神
の
観
梅
会

今
年
で
19
回
目
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

早
春
の
川
内
川
を
コ
ー
ス
に

マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

　３月２日（日）、藺牟田池周回コースで第
34回いむた池梅マラソン大会が開催されま
した。県内外から 427 人のランナーが参加
し、ファミリー・１周・２周・３周の４コー
スで健脚を競い、春の息吹を感じながらさ
わやかな汗を流しました。

　２月16日（日）、旧野下小学校グラウンドで
野下青空市が開催されました。開始時刻前に
は行列ができるほど多くの買い物客であふれ、
10 時のカウントダウンと共に販売開始。地元
の方々が作った米や野菜、おこわ、ねったぼ、
木炭などが販売され、あっという間に売り切れ
る商品も続出しました。

　２月 28 日（金）、藤川天神で藤川小学校
の児童による観梅会が行われました。境内
の清掃作業を行った後、ちょうど見頃を迎
えた梅の木の下で自作の俳句を披露。生徒
たちは｢梅がたくさん咲いていたので詠みや
すかった｣と満足げな表情を浮かべていまし
た。

春
の
息
吹
を
感
じ
る

い
む
た
池
梅
マ
ラ
ソ
ン

　２月 16日（日）、｢プラムロード菅原道真
公探検隊｣が開催されました。同実行委員会・
湯田地区コミュニティ協議会が主催したも
ので、菅原道真公ゆかりの地をたどる湯田
町から東郷町の藤川天神まで 15kmの道の
りを約 150 人が完歩。到着後境内で行われ
た昼食会・俳句会も大盛況でした。
【提供】＝同地区コミュニティ協議会

　３月９日（日）、川内川堤防などをコー
スに、第 13 回川内川河口マラソン・ウオ
ーキング大会が開催され、県内外から約
1200 人が参加。参加者らは、思い思いの
ペースで川内川沿いの景色を楽しみながら、
汗を流していました。また、市の特産品な
どが当たる抽選会も大盛況でした。

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下

野
下
青
空
市
開
催
！

祁答院

入来

川内

樋脇

東郷
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